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  一  本論文の構成 
  本論文は、以下のように構成されている。 
 目 次 
はじめに 
  第１節 問題意識と研究目的 
 第２節 本研究の展開 
第１章 わが国の社会福祉政策の動向と背景 
 第１節 わが国の社会福祉政策の展開区分 
 第２節 揺籃期におけるわが国の社会福祉 
 第３節 余力・応急的拡充期におけるわが国の社会福祉 
 第４節 圧縮期におけるわが国の社会福祉 
 第５節 構造改革期におけるわが国の社会福祉 
 第６節 まとめ 
第２章 イギリス国民保健サービス・コニュニティケアにおける「市場化」と準市場の原
   理 
 第１節 ＮＨＳ・コミュニティケア改革の背景と概要 
 第２節 準市場の原理 
第３章 わが国福祉サービスの準市場化の共通性と差異性 
 第１節 保育サービスの準市場化 
 第２節 介護サービスの準市場化 
 第３節 障害者福祉サービスの準市場化、 
 第４節 創出条件の共通性と差異性 
 第５節 創出状況の共通性と差異性 
第４章 福祉サービスの準市場化と福祉実践 
 第１節 供給主体の多様化と行動原理 
 第２節 福祉サービスの準市場化と福祉実践の変容 
第５章 福祉サービスの脱市場化 
 第１節 構造改革期における福祉サービスの概念と特徴 
 第２節 準市場化により生じる諸問題 












































































































































































 ①  わが国の社会福祉政策史の分析に関しては、これまでに膨大な諸説があることから
すれば、著者の立論のそれらの諸説における位置づけをより明確にする必要がある。 
  ②  LeGrand & Bartlett の準市場化理論自体がどのような限界を抱えているのかに関
する理論的分析が今後必要となろう。また、準市場化理論の紹介と適用において、訳語の
不統一が見られた点で、細部の修正が必要となろう。 
 ③  ３領域の準市場化理論による分析は、制度分析と実証分析の両面からなされる必要
があるが、本論文では、その両面の分析がバランスよく配置される必要があろう。 
  ④ 現状の実証分析において、障害者福祉サービスの支援費制度は施行されて間もない
こともあり、データや文献として他の２領域に比して不足な面が見られた点は、今後も追
跡して実証を強化する必要がある。 
 ⑤  福祉サービスの脱市場化に関する提案は構想の段階であり、現実的な吟味への橋渡
しを検討する必要がある。そのためには、現段階での３者（規制主体・提供主体・購入主
体）の関係が実際にどのような欠陥をもっているのかを実証する必要があろう。 













 2004 年 6 月 10 日、学位請求論文提出者佐橋克彦氏の試験及び学力認定を行った。 
 試験において、提出論文「福祉サービスにおける準市場化の考察－保育サービス、介護
サービス、障害者福祉サービスの比較を通して－」に基づき、審査委員が疑問点につき逐
一説明を求めたのに対し、佐橋氏は、論文執筆後の知見も踏まえて、いずれにも適切な説
明を行い、審査委員の疑問を解消した。 
 専攻学術に関し、審査委員一同は、佐橋克彦氏は学位が授与されるのに必要な学力を有
するものと認定した。 
